
第２９回 山梨県道路交通円滑化・安全委員会 議事内容  
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■議事内容  

＜渋滞対策＞  

１． 主要渋滞箇所に関する話題  

① 委員会の検討経緯と今回の論点 

② 第 28 回委員会意見への対応 

③ 主要渋滞箇所の見直し（最新の交通状況による分析） 

④ ピンポイント渋滞対策の検討状況 

⑤ 道路利用者会議等からの渋滞対策要望箇所の検討 

⑥ TDM（交通需要マネジメント）施策に関する検討 

＜交通安全対策＞  

１． 委員会の経緯と今回の論点  

２． 前回委員会(第 28 回)の振り返り 

３． 前回委員会意見への対応報告 

４． 第 2 次事故ゼロプランについて  

５． 生活道路における事故対策について 

６． 今後のスケジュール  

 

■審議結果  

第 29 回山梨県道路交通円滑化・安全委員会については、参集しての開催を取りやめ、書面開催により

行いました。 

つきましては、当議事概要をもって書面開催結果のご報告に替えさせていただきます。 

 

 

  



●渋滞対策関係  

＜決定事項＞  

・ 短期対策を当面未対策とする候補箇所の検討について、富士見バイパス北交差点は経過観察とすることで

了承を得た。 

・ 令和 6 年度に検討したピンポイント渋滞対策 9 箇所の検討状況について、了解を得た。 

 

 ＜議事内容＞  

【委員長質問】  

・資料 1 の P.7，9 にモニタリングとあるが、これは具体的に何を指しているのか。 

 

【事務局回答】  

・ 各主要渋滞箇所の速度状況、事業状況を分析し、主要渋滞箇所からの解除を検討するための指標を指し

ている。 

  

【委員長意見】  

・資料 1 の P.22 に駐輪場設置箇所数を示しているが、サイクル・アンド・ライドの状況を把握するには利用状

況を把握すべきであると思う。 

 

【事務局回答】  

・ 承知した。甲府市に利用状況等を確認して、状況を報告する。 

 

 

【委員長意見】  

・資料 3 の P.27 の TDM について、一般論ではなく、山梨県内の環境に沿った内容にしていただきたい。その

ためにどの様なデータが利用可能なのか等を示していただきたい。また観光客が減少してしまわないように

するためには、通常の TDM とどう検討を変えたら良いか等、現地の要望に合うような渋滞対策としての

TDM を示していただきたい。 

 

【事務局回答】  

・ 承知した。 

 

 

 ●交通安全対策関係 

 ＜決定事項＞ 

・第２次事故ゼロプランの区間について、「令和６年度山梨県交通事故多発地点」である３箇所について、追加

することで了承を得た。 

 

 ＜議事内容＞ 

【委員意見】 

・意見なし 

 


